
1日本甲殻類学会　Award 2016

Carcinological Society of Japan

2
0
1
6
年
度
日
本
甲
殻
類
学
会
・
学
会
賞
受
賞
論
文
研
究
紹
介

Cancer 26: 1–4 (2017)

干潟の稀少オサガニ類チゴイワガニの生活史と社会行動

Life history and social behavior of a rare brackish-water crab, Ilyograpsus nodulosus 
（Macrophthalmidae）

中山真理子 1・和田恵次 2

Mariko Nakayama and Keiji Wada

はじめに

今回，チゴイワガニの生活史と行動を扱った論文

が，2016年度の日本甲殻類学会論文賞に選考され

た．定期的な野外調査や実験室内での行動観察とい

う地道な研究の成果を評価していただいたことを大

変光栄に思う．また，このように評価していただい

た本学会の選考委員の皆様に厚く御礼申し上げる．

チゴイワガニ Ilyograpus nodulosus Sakai, 1983の所

属する Ilyograpsus属は，世界中から本種を含め5種

しか知られていない（Komai & Wada, 2008）．本属

はその形態の特徴からムツハアリアケガニ科の

Camptandrium属や，イワガニ上科のCyrtograpsus属

とされていたことがあり，分類学的位置が不明確な

グループと云える．しかも本属の種はいずれも記録

が少なく，日本産のチゴイワガニも，1983年に沖

縄県の西表島で発見されて（Sakai, 1983）以来，和

歌山県，瀬戸内海，九州，琉球列島などの限られた

地域でのみ生息が確認されており，準絶滅危惧種に

も指定されている（日本ベントス学会，2012）．

チゴイワガニは，長い間イワガニ上科モクズガニ

科に帰属されていたが，その幼生の形態的特徴はス

ナガニ上科の種に近いことが福田（1978）により指

摘され，その後Naruse & Kishino (2006)は，本属を

スナガニ上科のオサガニ科に帰属させた．このよう

に分類学的位置が不明瞭な特徴をもっているチゴイ

ワガニという種が，どのような生態的特性を有する

かは，その分類学的位置を検討する上でも有意義と

云える．そこで，チゴイワガニの生活史を1年半か

けて調査し，その特徴をオサガニ科やムツハアリア

ケガニ科などの種と比較した（Nakayama & Wada, 

2015a）．本稿では，その論文の概要とともに，本種

のもっている雌に偏った体サイズの性的二型の意義

を考察するために行った闘争・配偶行動に与える体

サイズの影響（Nakayama & Wada, 2015b）も併せて

紹介する．

個体群組成の季節変化

チゴイワガニは和歌山県の田辺湾奥部の内之浦の

干潟域で採集した（図1）．この場所で毎月大潮の2, 

3日間を使って，泥底の表層を手網ですくい取り，

本種の採集を行った．

1年半にわたる採集個体の中で，最大個体は雄が

甲幅5.15 mm，雌が甲幅9.00 mmであった．最大甲
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幅だけでなく，雌雄の平均甲幅の経月変化からも雌

のほうが雄よりも体サイズが大きいことが分かった

（図2）．このように雌に偏った体サイズの性的二型

は，自由生活性のカニ類では珍しく，本種以外のス

ナガニ上科の種では，クマノエミオスジガニで知ら

れる（Kawane et al., 2012）に過ぎない．

繁殖期は4～9月で，そのピークは6, 7月であった

（図3）．また，生後1年経過前に繁殖を始め，寿命

は雌雄ともに1.5年程度であると推定された（図2）．

このような早期の繁殖開始と短い寿命という特徴

は，チゴイワガニと同程度のサイズのオサガニ科の

種（和田，1985; Kosuge, 1993）やムツハアリアケ

ガニ科の種（Fukui & Wada, 1986; Kawamoto et al., 

2012; Kawane et al., 2012）のもっている特徴と似て

いた．

卵数と卵サイズ

抱卵雌53個体について卵数を調査し，体サイズ

との相関関係をまとめた（図4）．卵数だけでなく，

卵サイズについても調査し，オサガニ科（Henmi & 

Kaneto, 1989; Kosuge, 1993; Henmi, 1993; Litulo, 

2005）やムツハアリアケガニ科の種（Fukui & Wada, 

1986）などと比較したところ，これら他種との大き

な差異はみられなかった．

行 動

チゴイワガニは泥の中にもぐっていることが多

く，野外での観察は不可能だと判断し，実験室内で

図1.　採集地の写真．

図2.　甲幅サイズ（mm）の頻度分布の経月変化．

斜線域は2.5 mm未満の性別不明の稚ガニ

を，黒域は抱卵中の雌を示す．

図3.　抱卵雌の割合（％）とその95％信頼幅の経月変化．
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の観察を行った．本研究では，摂餌行動，造穴行

動，配偶行動，闘争行動について述べている．配偶

行動，闘争行動については，先述したように，闘争

行動・配偶行動における体サイズの効果をみる実験

も行った．

摂餌行動では，懸濁物食と堆積物食の両方が観察

された．雌雄ともに巣穴を掘らず，甲の前方部のみ

を泥の上部に出し，砂泥中に体を隠して生活した．

雄間の闘争行動では5種類の攻撃の要素が観察さ

れたのに対し，雌間の闘争行動では，攻撃の要素が

1種類しか観察されなかった．また，体サイズの効

果をみるため，2個体の体サイズ差が大きい組み合

わせと小さい組み合わせで同性間の闘争行動を観察

した．すると，サイズ差小・サイズ差大どちらにお

いても雄間のほうが雌間よりも闘争行動の頻度が高

かった （サイズ差大：χ2＝23.06, p＜0.001；サイズ差

小：χ2＝5.47, p＝0.003）．また，雄間闘争の頻度

はサイズ差小のほうがサイズ差大よりも高かった

（χ2＝2.99, p＝0.03）．雄間闘争において，サイズ差

小では大小で勝率に差がなかった（Binomial test, 

p＝0.33）のに対し，サイズ差大では大雄の方が小

雄よりも勝率が高かった（Binomial test, p＝0.02）．

このことより，2個体間の闘争では，体サイズ差が

大きいときだけ，体サイズの大きいほうが有利であ

ると云える．

配偶行動では，求愛行動を行わず雄は雌に近づ

き，交尾姿勢は雌が上，雄が下であった．室内で交

尾可能雌と雄を番わせたところ，交尾が行われた場

合と行われない場合がみられたが，交尾の有無には

雄の体サイズも雌の体サイズも影響していなかった．

交尾の観察されたペアでは雌雄の体サイズに正の相

関性がみられたのに対し（n＝42, r＝0.39, p＜0.01），

交尾の観察されなかったペアでは，雌雄の体サイズ

に相関性はみられなかった（n＝76, r＝0.02, p＞0.05）．

このことより，交尾相手の体サイズに対する選好性

が示唆される．交尾時間は，雌の体サイズに影響

を受けるが，雄の体サイズの影響はなかった．即ち

雌の体サイズが大きいほど交尾時間は短くなった

（n＝42, r＝－0.33, p＜0.05）．

配偶相手の選択実験は，2雄に対する交尾可能雌

の選択，交尾可能の2雌に対する雄の選択，そして4

雄に対する交尾可能雌の選択を調べた．2雄に対す

る雌の選択では，大雄のほう（14例）が小雄（5例）

よりも有意に好まれた（Binomial test, p＝0.03）．一

方，2雌に対する雄の選択では，大雌（10例）・小雌

（8例）間で有意な差はなかった（Binomial test, p＝

0.41）．つまり雌は大きい雄を小さい雄よりも好む

が，雄は特にそのような雌の体サイズに対する好み

はないと云える．しかし体サイズの異なる4雄に対

する雌の選択では，雄の体サイズの順位は，交尾の

例数（図5）にも，最初に雌に接触した例数にも影

響しなかった（logistic regression：交尾，likelihood-

ratio χ2＝1.36, p＝0.72；雌への接近，likelihood-ratio 

χ2＝1.36, p＝0.72）．ただし交尾が行われるまでに雄

同士の闘争はまったくなく，また交尾した雄のほと

んど（77.8％）が最初に雌に近づいた個体であった．

図4.　甲幅（Log10CW）に対する卵数（Log10Egg 
number）の関係．実線は回帰直線（log10 N＝

2.45 log10 CW＋1.03）を示す．

図5.　体サイズの異なる4雄に対する雌の選択実

験の結果．体サイズの順位に対する雌との

交尾回数を示した．
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以上のことから，闘争行動，配偶行動における体

サイズの効果を雌雄それぞれについて考察した．雌

の体サイズの効果は，同性間の競争で有利になるこ

とはなく，交尾時間を短くできることで被食のリス

クを減らすところにあるのではないかと考えた．一

方，雄は体サイズが大きいほど雌に好まれ，また雄

同士の闘争でも有利ではあるが，野外では雄同士の

闘争はほとんど起こらず，体サイズよりもむしろ雌

への到達度が雌の獲得に寄与していると考えた．つ

まり雄の体サイズの大型化は必ずしも配偶行動上有

利とはならないわけで，この点が，本種で雄が雌よ

りも小型化している理由のひとつになるのかもしれ

ない．
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